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設備概要
汚染水処理設備の処理済水を貯留する設備（タンク）のうち，逆浸透膜装置の廃液を貯留する

RO濃縮水貯槽は，高濃度の放射性ストロンチウムを含むため，モバイル型ストロンチウム
除去装置により放射性ストロンチウム濃度を低減する。
G4南タンク，G6南タンクのRO濃縮水を処理する計画。
処理能力：300ｍ３/日
除去能力：Srを10～1,000分の1へ低減（目標）

運転状況
運転開始：10月2日
G4南エリア処理実施中
処理実績（H26.12.18現在）：

浄化処理量 約4,000m3

（G4南タンク合計約14,000m3）

モバイル型ストロンチウム
除去装置（各スキッド）

装装 置置 概概 要要 図図

１．モバイル型ストロンチウム除去装置（A系統）
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設備概要

A系統と同様の装置構成により，RO濃縮水貯槽の放射性ストロンチウム濃度を低減する。

H5北タンクのRO濃縮水を処理する計画。

処理能力：300ｍ３/日

除去能力：Srを10～1,000分の1へ低減（目標）

 工程

実施計画認可：12月12日

現地工事：11月中旬～H27年1月中旬

処理運転：H27年1月中旬～

モバイル型ストロンチウム

除去装置（Ｂ系統）

モバイル型ストロンチウム

除去装置（Ａ系統）

Ｇ４南タンク

Ｈ５北タンク

装置設置エリア及び対象処理タンク

２．モバイル型ストロンチウム除去装置（Ｂ系統）

G6南タンク
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３．第二モバイル型ストロンチウム除去装置

設備概要
モバイル型ストロンチウム除去装置Ａ，

Ｂ系統と同様，RO濃縮水貯槽の放射性ス
トロンチウム濃度を低減する。

C_A、C_B、G6_A/B、G6_C/Dタンク
のRO濃縮水を処理する計画。

処理能力：480ｍ３/日/ユニット

（4ユニット設置）

除去能力：Srを10～1000分の1へ低減

（目標）

 工程
実施計画変更手続き中（※1）

現地工事：11月上旬～H27年1月下旬

処理運転：H27年1月下旬～

【凡例】
：浄化対象タンク群
：第二モバイル型ストロンチウム

除去装置設置位置
：移送配管
：タンク堰の外側を通る

移送配管

C_Aタンク群

1,000m3×5

モバイル型ストロンチウム
除去装置Ａ系にて浄化

C_Bタンク群

1,000m3×8

G6_A/Bタンク群

500m3×20 G6_C/Dタンク群

500m3×18

RO濃縮水

タンク

RO濃縮水

タンク

RO濃縮水

タンク

前
置
フ
ィ
ル
タ

吸
着
塔

吸
着
塔

FIT

：AO弁

：PE管
：鋼管

Ａ Ａ

LDT

Ａ

第二モバイル型
ストロンチウム除去装置

Ｐ

：耐圧ホース

（※1）１２月１２日変更申請実施

装装 置置 概概 要要 図図

装置設置エリア及び対象処理タンク装置設置エリア及び対象処理タンク
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設備概要
セシウム吸着装置において，新たにSr吸着塔を装荷し，CsとともにSrを除去する。

Cs吸着塔とSr吸着塔の２段階で処理するため，Cs/Sr同時吸着用配管（連絡配管）を設置する。

処理能力：600ｍ３/日

除去能力：Srを100～1,000分の１へ低減（目標）

工程
実施計画認可：

11月7日

連絡配管使用前検査：

11月11～12日

（11/20修了証交付）

吸着塔使用前・溶接検査：

12月３～８日

（12/11修了証交付）

処理運転：

１月～ （予定）

連絡配管

４．セシウム吸着装置でのストロンチウム除去

装装 置置 概概 要要 図図

セシウム吸着

セシウム吸着

ストロンチウム吸着

ストロンチウム吸着
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設備概要

第二セシウム吸着装置のCs吸着塔に変えてCs/Sr同時吸着塔を装荷し、Csとともに
Srを除去する。

初期運用時は、２種類の同時吸着塔をそれぞれA系・B系に２塔ずつ装荷するとともに
同時吸着塔の後段にはCs吸着塔２塔を装荷して、Cs濃度を確実に低減する 。

なお、本格運用時は、A系・B系に同時吸着塔を3塔ずつ装荷する計画。

処理能力：1,200ｍ３/日

除去能力：Srを10０～

1,000分の1へ低減（目標）

工程

実施計画認可：12月10日

吸着塔使用前・溶接検査：

12月16～22日

処理運転

12月下旬～ （予定）

フィルター 吸着塔

A系

B系

A
O

A
O入口 出口

Cs吸着塔

吸着塔配列（初期運用時）

スタンバイ（※1）同時吸着塔

フィルター

同時吸着塔

（※1）水質の変動に備えてCs吸着塔
１塔をスタンバイとする。

５．第二セシウム吸着装置でのストロンチウム除去
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処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

P

処理装置
加圧ポンプ

P

核種除去装置

吸着塔

RO濃縮水処理水
中継タンク

P

P

RO濃縮水処理水
移送ポンプ

前処理装置

前処理フィルタ

 設備概要

RO濃縮塩水を前処理装置と核種除去装置にて処理後，再びタンクへと貯留する。

本設備で処理した水については，最終的に多核種除去設備等にて処理を行う。

処理能力：500～900m3/日

除去能力：Srを100～1,000分の１へ低減（目標）

 工程
実施計画認可：12月22日

使用前・溶接検査：

12月下旬～

1月上旬（予定）

処理運転：

1月上旬～（予定）

Cs/Sr同時吸着塔※2

RO濃縮水
貯槽

RO濃縮水貯槽
又は

Sr処理水貯槽

①前処理装置
：フィルタ処理による浮遊物質の除去

②核種除去装置
：吸着材による核種の除去

６．RO濃縮水処理設備

※２ 処理対象水の性状により吸着塔構成は変更する。
なお、Cs/Sr同時吸着塔は少なくとも3 塔通水する。
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多重的な
リスク低減策

★多重的な対策により、汚染水のリスク低減を図る。★多重的な対策により、汚染水のリスク低減を図る。

多核種除去設備

現在ホット試験中
処理能力：250ｍ３/日×３系列

除去能力：62核種を告示濃度限
度未満へ

増設
多核種除去設備

現在ホット試験中
処理能力：250ｍ３/日以上×３系列
除去能力： 62核種を告示濃度限度

未満へ

高性能
多核種除去設備

現在ホット試験中
処理能力：500ｍ３/日以上

除去能力： 62核種を告示濃度限
度未満へ

モバイル型
ストロンチウム除去装置

【Ａ系】処理運転中

【Ｂ系】実施計画認可（12/12）

【第二】実施計画を申請中(12/12申請) 

処理能力：300ｍ３/日×２系、480m3/日×４台

除去能力：ストロンチウムを1/10～1/1,000へ低減

実施計画認可（12/22）
処理能力：500～900ｍ３/日
除去能力：ストロンチウムを

1/100～1/1,000へ低減

セシウム吸着装置
でのストロンチウム除去

実施計画認可（11/7）
処理能力：600ｍ３/日

除去能力：ストロンチウムを
1/100～1/1,000へ低減

第二セシウム吸着装置
でのストロンチウム除去

実施計画認可（12/10）
処理能力：1,200ｍ３/日

除去能力：ストロンチウムを
1/100～1/1,000へ低減

ＲＯ濃縮水
処理設備

【参考】汚染水のリスク低減策


